
療圏の病床制

限が強化され

る と 見 ら れ、８

月の県医療審

議会に病院計

画 を 出 さ な い

と、病院ができ

ない可能性も

あること、今は

病院建設の最

後のチャンスかも知れず、まさに正念場で

あることを強調しました。

ホームページとブロ

グもご覧ください!
http://
www.eonet.ne.jp/
~ikomanomirai

新病院の進捗状況は公表されず。どうなっているの？

新病院の開設は８月の県医療審議会

に具体的な構想を示せるかどうかにか

かっています。さて、その進捗状況は？

市は運営主体となる医療機関と交渉途

上であるので、進捗状況の公表は差し控

えたいとして、新しい情報は何も示しませ

んでした。どうなっているのでしょう。

国保連合会は生駒総合病院跡地を最

低入札価格４億１千万円で公募し、売却

すると発表しました。生駒市の買収希望

価格は２億６千万円なので入札にも参加

できず、残念ながら、跡地購入はほぼ不

可能な状況になりました。では、病院はど

こに？ 交渉相手や周辺地価への影響な

ど難しい問題があり、簡単には公表できな

いのは理解できますが、市民が通いやす

い場所での建設を要請しました。

さらに議会で十分審議可能

な時期に病院計画を呈示す

るよう要請しました。

ハイライト

• 1日も早く市民の病

院をつくろう！

• 初めて議会で質問し

ました。インターネッ

トで見られます。

• 病院建設はこの夏ま

でが正念場。

• 口利き防止のため

の法令遵守推進条

例可決。でも、政治

倫理条例は×

• 高山第２工区開発に

新展開？

はじめての議会質問、病院建設は今が正念場と強調
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伊木まり子と

生駒の未来をつくる会ニュース

法令遵守推進条例は可決、でも政治倫理条例案は×
前市長、前議長が相次いで逮捕された

生駒市。行政、議会に対する市民の信

頼は失墜し、その結果として先の選挙で

多くの議員が入れ替わりました。その議会

が市民の信頼を克ち取る第１歩と位置づ

けられる重要な審議が２つありました。１

つは、議員や市幹部から市職員にあった

要請（口利き）はその処理を含めてすべ

て文書にして残し、定期的に公開するこ

とを定めた『法令遵守推進条例』（コンプ

ライアンス条例とも言います）、もう１つは

議員の資産公開と本人だけでなく近親者

が経営する企業にも、市が発注する事業

の受注の辞退を求める『政治倫理条例』

です。いずれも選挙前の３月議会にも提

案され、あっさりと否決されたもので、新議

会の対応が注目されました。結果は表題

のとおりです。１つだけでも可決されたのだ

から、改善はされています。これで口利き

はしにくくなるでしょう。しかし、口利きしな

い、法を守る、なんて当たり前です。法を

守るのは法治国家の国民として当然の義

務。だれも褒めてはくれません。市民の代

表たる議員はもっと崇高な行動基準を持

つべきなのに、倫理条例は通りませんでし

た。これが新議会の現実。う

～ん、議会刷新はまだまだで

す。

6月8日から生駒市議会6月定例議会

が始まり、まり子議員は11日の本会議で

一般質問に立ちました。内容はもちろん

生駒の医療問題です。詳しくは下の記事

と２ページ、それに市議会ホームページの

録画をご覧ください。

質問に先立ち、生駒総合病院が担って

いた医療の必要性は公的委員会が繰り

返し確認していること、閉院後、小児救急

を初めとして、医療供給体制の不備に起

因する不幸な出来事がいつ起きても不思

議でないこと、来年度は生駒市を含む医
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医療はハート

・生駒市議会本会議

の様子が初めてイン

ターネット配信されま

した。今でも録画が

市議会ホームペー

ジで見られます。アド

レ ス は http://www. 
ikoma-shigikai.jp/
movie/movie_03. 
html で、まり子議員

の質問は６月１１日

分、冒頭から1時間

25 分 か ら 始 ま り ま

す。ぜひご覧になり、

ご意見をお聞かせく

ださい。



子どもの救急搬送３分の２は市外へ！
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小児科入院、災害時医療、そ

して老人の入院施設は？ 本会

議の一般質問で、生駒市内の

医療の現状を問いました。

まず、懸案の小児科診療で

す。子どもの入院が必要になっ

た時、入院先は主治医の個人的つながりに頼って

探しています。たとえ市外でも入院先が公的に確保

されているという状態ではないのです。夜間・休日で

は、状況はさらに深刻です。救急隊やメディカルセ

ンターを受診して入院が必要と判断された患者の３

人に２人はそのつど市外の病院を探して搬送されて

いるのです。もし、手遅れになったらと思うと背筋が

寒くなります。入院先が見つかっても、遠方だと子供

にも家族にも負担がかかります。新病院ができるま

で暫定的にでも市内に小児科の入院先を確保して

ほしいと要望しました。

次に災害時医療ですが、恐いのは生駒断層によ

る直下型地震です。市は地震発生時に約３００人の

死傷者が出ると予測しいますが、救護所での診療

は駆けつけることのできた医師が行うとの答。そんな

行き当たりばったりで大丈夫？ 災害時にこそ確実

に医師の診療を受けられる体制を医師会と協力し

て作り、４号でお知らせした輪島市立病院のように

日頃から訓練しておくことを要望しました。

最後に、高齢者医療です。お年寄りが病気になっ

た時、市内の病院に入院できる割合は半分弱、退

院後、市内の施設に入所できる割合は４割と市長。

医師不足、病院不足は小児科だけではないので

す。市内でもっと多くのお年寄りに対応できるよう新

病院を含めて体制を整備するよう要請しました。

生駒の医療問題は新病院を建設すれば済むとい

うものではありません。新病院を核として医師会や

診療所との密な連携が必要で、それが

いざという時に機能するよう、日常的に

訓練が必要だと言えそうです。

“ヤジなく雰囲気はがらりと変わった”と議会閉会翌

日の新聞見出し。しかし、初議会の日程を終えた２

１日、私は“変わらなかった”と落胆していました。

確かに本会議は静粛に行われていました。これは

インターネット配信の威力です。その証拠に配信さ

れていない委員会ではヤジも飛び、審議とは言えな

いような発言もありました。しかも、多くの議案は委員

会で細かに審議され、本会議はほとんど採決するだ

けです。委員会での審議こそ生駒市政の方向を決

める重要なもので、この時に各議員の主張や立場が

わかります。議員を静粛にさせるためだけではなく、

重要な審議の流れと議員の本音を市民に知っても

らうために、委員会審議もインターネット配信、ある

いはテレビ放送すべきです。

初めて委員会審議に参加して思い知らされたこと

は、委員構成の重要性です。委員会は最後には多

数決で採決しますので、その委員会の委員構成が

生駒市政の方向を決めることになります。誰を委員

にするかは現状では議長が決めます。たとえば、北

部地域開発特別委員会では高山開発反対派の委

員が上原議員1人だけになっているために、議論の

７、８割は市長への批判です。開発白紙撤回をマニ

フェストに掲げた市長を選んだ市民の意向は委員会

では全く反映されません。また、委員長は、多数決

により委員の中から選ばれるので、誰を委員にする

かで委員長も自ずと決まります。３ページ中段の記

事にもあるように、６月議会の委員会では委員長が

審議中に突然休憩を宣言したり、説明もなく採決し

たり、相当恣意的と見える委員会運営がありました。

このような市民の意図に沿わない委員構成の委員

会で、非民主的な委員会運営で市政の大切な決

定が行われているのです。これは極めて重大な問

題だと感じました。

地方自治法には委員は“議会において選任し”と

ありますが、生駒市議会先例集には“議会運営委

員会及び全員協議会で（中略）一任された正副議

長が委員の割り振りを行い”となっています。この選

任方法はぜひ見直すべきです。議長が委員を一方

的に指名するのではなく、各議員が自らの専門性を

活かして立候補し、その候

補の中から議員が互選で

決めるなど、市民の声が反

映される委員構成を実現で

きる方法を考えるべきだと

思います。

初めての定例議会、まだ

まだ議会は変わっていない

というのが実感です。だから

変えるしかない！ みな様の

ご支援をお願いします。

これで議会は変わったのか？！ 委員の選任と委員会運営に愕然！

ここにはまり子議員の生の声を
掲載します。喜びも怒りもみな
さんと共有したいと思います。
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市長、高山第２工区開発案を提示。約5分の１に縮小して再開？

高山第２工区開発問題に１つの動きが出ました。

開発白紙撤回を主張して当選した山下市長は、公

約どおり、事業主体である都市再生機構（UR)に白

紙撤回を申し入れ、開発は止まりました。開発推

進派議員からは非難の声が上がり、高山はどうな

るのだろう、という市民の声も。動き始めてしまった

無理な計画をどう収拾するか、難しい問題です。

今回市長が北部地域開発特別委員会に提示し

た案は、23,000人分の宅地造成を含む288haも

の巨大開発だった計画を、自然の保全、共生ゾー

ンとして230ha余を残し、住宅地は 55ha、4,700
人分に縮小し、東西南北に走る計画だった道路も

東西線のみにするというものです。

委員会は、高山開発推進派が過半数になるよう

に議長が委員を選任していますから、当然この市

長案に反発しました。インターネット配信された本

会議では聞けなくなったヤジも飛びました。昼食と休

憩をはさみ、計３時間、委員だけでなく、傍聴してい

る議員からも多くの意見が出ました。しかし、いずれ

の意見も開発推進を前提にしたものでした。

市長は高山開発白紙撤回を主張して市長になっ

た、多くの市民はそう理解しているでしょう。この縮

小開発再開案では市民の声が反映されないのでは

ないかとまり子議員は問題提起しました。市長は高

山第２工区の当初計画の白紙撤回は主張したが、

すべての開発撤回を主張したのではない、ということ

のようです。市民に再度説明すべきでしょう。

高山計画は開発再開へ大きく転換するかもしれま

せん。自然を守り、財政を破綻させず、そして動き

始めた事業を見直す、難しい舵取りです。ここは市

まかせにはせず、ぜひ市民一人ひとり

が考えてくださるようお願いします。

議長、副議長に友人と共に会ってきました！

事務局に申し込んだら会えました。議長室に入っ

て挨拶の後、思わず「前議長時代にテレビに映っ

たあの大きな部屋ですね」と言ってしまいました。

私の感嘆の言葉に井上議長は「中身は違います

よ」と前議長との違いを強調していました。

私はまず「井上さんたちベテラン議員は中本前

市長や酒井議員の行為をどう思っているのです

か？」と聞きました。す

ると「知らなかった」と

の答え。私は「一般市民の方が身

近にいた議員さんより知っているの

は不思議ですね」と追い打ち。議長は「まさかと思っ

ていたから」と言葉を濁していました。

次に各委員会の委員長に市民が選んだ上位当

選者が入っていない訳を聞きました。「新人だから」

と議長。「副議長さんは新人でしょ」とまた追い打

ち。すると「新しい人を入れないと・・・」なんて、矛盾

してますよ、議長さん。ともあれ、日本中から注目さ

れた生駒市の名誉挽回のために努力してほしいと

お願いしてきました。議長は「とても重圧を感じてい

ます。１年で十分」。井上議長、樋口副議長には期

待して１年間議会を見ていきたいと思います。

Mさんの鋭い舌鋒に、議長もたじたじで
したね。私も見習わなければ！ これか
らも時には舌鋒鋭く、議長ににらみを効
かせてください。お願いしますね。

井上議長、北部地域開発特別委員会に圧力？

人、計画案を了承する者０人、よって否決。その間

約５分。んんっ、何だって？ 「聞き置く」かどうかを

採決って何？ 了承少数で否決？ 反対も少数か

も知れないのに。しかも、中断の間、正副委員長は

副議長と共に議長室にこもりきりで相談。この採決

方針が決められたようです。市長の計画縮小案を

受け入れたくない井上議長が委員会に否決させる

圧力をかけたとしか思えません。これでは委員長は

不要です。民主的な運営ができていない議会の一

面を見た思いでした。

北部地域開発特別委員会での市長の計画案の

提示は意外な紛糾をもたらしました。計画に反対

意見が出ることは当然ですが、委員長が市長の計

画案への賛否を問うたのです。市長は、３月議会

で進捗状況を知らせるように求められたので、提示

したまでで、決議を必要とする案件ではないと主

張。決を採る、採らないで紛糾したのでした。結局、

２時間４５分の中断後、経過説明もなく、採決が２

つありました。計画案を「聞き置く」に賛成の者２

西旭ヶ丘在住の主婦Mさんからのお便りです。



一般市民が市議会の中を見たの

は、小学校の社会見学の時だけでは

ないでしょうか。そう思うと市議会の中

を紹介したくなりました。そこで今回か

ら数回にわたって連載します。第１回

は「議会はどこ？」にお答えします。

議会は市役所の５階にあります。本

会議場、会議室が４つ、議長室、副議

長室、各会派の控え室、図書室、ｌ事

務局などです。本会議場は議員全員

の椅子に市長や事務局が座る椅子や

傍聴席が多数ある広い部屋です。傍

聴の申し込みは事務局でします。Mさ

んのように申し込めば議長にも会えま

す。正副議長室はすごく広くて、私が

使っている４人部屋の３倍ほどもあるで

しょうか。ともあれ、どうぞいらして来て

ください。そして議会を身近に感じてく

ださい。お時間のある時には傍聴をお

願いします。 （まり子）

疑惑の総合スポーツ公園用地、市が買い取りへ！

安心して生まれ、育ち、暮らせる
ふるさと生駒をつくろう

伊木まり子と生駒の未来をつくる会に
市民のみなさんのご参加を

お願いします！

入会申し込みはメールかファックスで

伊木まり子後援会ー生駒の未来をつくる会

〒630-0261 生駒市西旭ヶ丘１－２ Tel & Fax 0743-71-6601

E-mail: ikomanomirai@iris.eonet.ne.jp URL: http://www.eonet.ne.jp/̃ikomanomirai

喫煙していると生徒はどう思うでしょうか。やは

り説得力に欠けますね。和歌山県は県内の高校を

含む全公立学校の敷地内禁煙を実施しました。生

駒でもぜひ全ての学校で敷地内禁煙を実現した

い。子どもたちにクリーンな空気と生駒市を。

次に議会ですが、会議室以外は何と分煙にも

なっていないのですよ。市役所は煙が漏れ出すい

い加減な分煙で、これにもいずれ取り組むつもり

ですが、議会はそれにもまして遅れています。受

動喫煙の防止を定めた健康増進法違反、世界保健

機構(WHO)のたばこ規制枠組条約にも違反してい

ます。市の最高意志決定機関が法律違反をしてい

るなんて、子どもたちに顔向けできませんよね。

６月議会でタバコについての２

つの提案をしました。１つは小中

学校での敷地内禁煙。もう１つは

議会内での禁煙です。

市内で全面禁煙を実施している

のは３つの小学校と１つの中学校

だけです。多くの喫煙者が身を

もって知っているように、喫煙を始めてしまうと

止めるのはたいへんな苦労です。その上、多くの

健康障害を本人はもちろん、周囲の人にまで背負

わせてしまいます。そんな喫煙は始めないのが一

番。学校の先生方はその様に指導されていると思

います。ところが、その先生や事務の方が学校で

Dr. Marikoの健康ひとくちコラム 子どもたちをタバコから守ろう

側に認めてもらい、和解することになりました。

議員はこのような議案説明を事前に受けていた

ので、委員会で何の異論もなく承認してしまいま

した。しかし、傍聴者からは何の議論もなく認めて

いいのか、との疑問の声。確かに傍聴者には説

明不足でした。それに、他にも疑問はあります。

必ず市は賠償請求するのか、賠償金を取れるの

か、そのような買い取りを決定した責任は誰にあ

り、再発防止策は講じられているのか、公社の理

事は市の幹部職員で、監査委員は議員だが、彼

らに責任はないのか、そもそも公社は必要なの

か、等々。そういう疑問も含め、き

ちんと委員会で議論すべきだった

のです。

前市長、前議長逮捕のきっかけになった総合

スポーツ公園用地は現在、生駒市土地開発公

社が所有しています。計画ではこれを生駒市が

買い取る予定でしたが、その差止を求める住民

訴訟が起こされ、止まっているのです。しかし、公

社は生駒市が100%出資した企業なので、公社

の支出は市の支出。結局同じです。ところが、公

社所有だと損害を被らせた前市長と前議長に損

害賠償を請求することができません。市なら請求

できるので、結局、市が公社から土地を買い取っ

て損害賠償請求をおこす方向になりました。その

ためにはまず取得差し止め訴訟を解決しなけれ

ばなりません。そこで、市が買い取ることを原告

編集後記

６月の定例議会が終わり
ました。インターネットでまり
子議員の初質問をご覧に
なった方から「新米議員に
してはよくやった」とおほめ
(?)の言葉もいただきまし
た。でも、反省点もいろい
ろ。まだまだ勉強です。

議会ではいろんなことが
起こっています。でも今ま
で知りませんでした。知ろう
としなかったのか、知らさ
れ な か っ た の か。と も あ
れ、これからはしっかりお
知らせします。みな様のご
意見、お力添えをお願いし
ます。（Ｍ.Ｉ.）


